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主な項目

木曽地方の温帯性針葉樹林（長野県木曽郡上松町　小川入国有林）

木曽地方の温帯性針葉樹林の保存・復元
～未来に向けて森林の保存・復元に取り組む～
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平
成
二
十
六
年
度
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
を
、
三
月
六
日
に
中
部
森
林
管

理
局
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林
野
の
公
益
的

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
森
林
林
業
の
再
生

の
推
進
そ
の
他
の
事
業
実
施
に
お
け
る
施
策

効
果
を
一
層
発
現
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
治

山
・
林
道
工
事
で
あ
っ
て
、
民
有
林
の
模
範
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ

り
、
治
山
・
林
道
工
事
に
お
け
る
計
画
、
設

計
・
施
工
の
適
正
化
及
び
設
計
・
施
工
技
術
の

向
上
、
並
び
に
関
係
者
の
意
欲
高
揚
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
治
山
部
門
は
昭
和
四
十
二
年

度
か
ら
、
林
道
部
門
は
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
施
工

し
た
、
治
山
工
事
百
七
十
五
件
、
林
道
等
工

事
三
十
八
件
を
対
象
に
施
工
管
理
全
般
及
び
安

全
管
理
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
治
山
部
門
で

十
四
件
、
林
道
部
門
で
六
件
を
優
良
工
事
と
し

て
選
出
し
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、
優
秀
工
事

と
し
て
治
山
部
門
四
件
・
林
道
部
門
一
件
を
林

野
庁
表
彰
に
推
薦
し
、
四
件
が
林
野
庁
長
官
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
良
工
事
と
し
て
選
出
し
た
、
治
山

部
門
十
四
件
の
内
十
一
件
、
林
道
部
門
六
件
の

内
五
件
と
、
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
工
事

の
現
場
代
理
人
、
主
任
技
術
者
並
び
に
監
督
職

員
が
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

表
彰
式
は
、
中
村
森
林
整
備
部
長
が
審
査
報

告
を
行
っ
た
後
、
奥
田
局
長
が
賞
状
を
授
与
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
林
野
庁
長
官
賞
の
授
与
式
は
局
長
表

彰
に
先
立
ち
、
二
月
二
十
三
日
林
野
庁
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

◎
林
野
庁
長
官
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
小
谷
建
設
株
式
会
社  

（
小
谷
村
）

　

土
谷
川
地
す
べ
り
防
止
工
事 

〈
中
信
署
〉

◇
株
式
会
社
長
瀬
土
建 

（
高
山
市
）

　

阿
多
野
郷
（
黒
谷
２
）
復
旧
治
山
工
事

 

〈
飛
騨
署
〉

◇
株
式
会
社
尾
割
組 

（
豊
田
市
）

　

瀬
戸
（
余
床
川
）
復
旧
治
山
工
事

 

〈
愛
知
所
〉

〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
相
模
組 

（
大
町
市
）

　

鹿
島
川
林
業
専
用
道
新
設
外
工
事

 

〈
中
信
署
〉

◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
中
越
興
業
㈱
・
宮
口
建
設
㈱

　

経
常
建
設
共
同
企
業
体 

（
南
砺
市
）

　

平
成
二
十
五
年
度
ス
ゴ
谷
下
流

　
　
　
　
　
　
　

復
旧
治
山
工
事 

〈
富
山
署
〉

◇
株
式
会
社
守
谷
商
会 

（
長
野
市
）

　

平
成
二
十
四
年
度
蕨
野
沢

　
　
　
　

災
害
関
連
緊
急
治
山
工
事 〈
北
信
署
〉

◇
宮
下
建
設
株
式
会
社 

（
伊
那
市
）

　

手
良
沢
山
水
源
地
域
整
備
事
業 

〈
南
信
署
〉

◇
奥
田
工
業
株
式
会
社 

 （
大
桑
村
）

　

奥
二
又
復
旧
治
山
工
事 

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
株
式
会
社
名
工
土
木 

（
南
木
曽
町
）

　

鍋
割
中
ノ
沢
（
中
ノ
沢
）
復
旧
治
山
工
事

 

〈
南
木
曽
支
署
〉

審査報告を行う中村森林整備部長

表彰状の授与

土谷川地すべり防止工事　完成状況

鍋割中ノ沢（中ノ沢）復旧治山工事　完成状況

平
成
二
十
六
年
度 

治
山･
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　

 

表
彰
式
の
開
催
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◇
窪
田
建
設
株
式
会
社 

（
駒
ヶ
根
市
）

　

平
成
二
十
四
年
度
通
ヶ
沢
復
旧
治
山
工
事

 

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
株
式
会
社
ト
ラ
イ
ネ
ッ
ト 

（
飯
田
市
）

　

平
成
二
十
四
年
度
大
西
山
復
旧
治
山
工
事

 

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
小
坂
建
設
株
式
会
社 

（
白
川
村
）

　

三
方
崩
（
弓
ヶ
洞
）
復
旧
治
山
工
事

 
〈
飛
騨
署
〉

◇
株
式
会
社
清
水
建
設 
（
飛
騨
市
）

　

池
本
山
（
下
津
野
支
渓
）
復
旧
治
山
工
事

 

〈
飛
騨
署
〉

◇
日
下
部
建
設
株
式
会
社 

（
下
呂
市
）

　

馬
瀬
（
老
谷
）
復
旧
治
山
工
事 

〈
岐
阜
署
〉

◇
株
式
会
社
加
藤
工
務
店 

（
中
津
川
市
）

　

湯
舟
沢
（
コ
ハ
清
水
）
復
旧
治
山
工
事

 

〈
東
濃
署
〉

〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
マ
ツ
ナ
ガ
建
設
株
式
会
社 

（
須
坂
市
）

　

大
持
林
業
専
用
道
新
設
工
事 

〈
北
信
署
〉

◇
大
宗
土
建
株
式
会
社 

（
南
木
曽
町
）

　

ム
ク
リ
沢
林
業
専
用
道
新
設
外
工
事

 

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
大
山
土
木
株
式
会
社 

（
高
山
市
）

　

東
俣
谷
林
業
専
用
道
新
設
工
事 

〈
飛
騨
署
〉

◇
橋
本
建
設
株
式
会
社 

（
高
山
市
）

　

一
色
第
二
林
業
専
用
道
新
設
工
事

 

〈
飛
騨
署
〉

◇
付
知
土
建
株
式
会
社 

（
中
津
川
市
）

　

高
時
山
（
カ
シ
モ
谷
）
林
業

　
　
　
　
　
　
　

専
用
道
新
設
工
事 〈
東
濃
署
〉

〔
現
場
代
理
人
、
主
任
技
術
者
及
び
監
督
職
員

　
部
門
〕

◇
土
谷
川
地
す
べ
り
防
止
工
事

　
　

小
谷
建
設
株
式
会
社

 

主
任
技
術
者　

北
村　

武
揚

　
　

中
信
森
林
管
理
署

 

監
督
職
員　
　

岡
庭　

敏
夫

◇
阿
多
野
郷
（
黒
谷
２
）
復
旧
治
山
工
事

　
　

株
式
会
社
長
瀬
土
建

 

主
任
技
術
者　

牛
丸　
　

聡

　
　

飛
騨
森
林
管
理
署

 

監
督
職
員　
　

宮
地　

源
治

◇
瀬
戸
（
余
床
川
）
復
旧
治
山
工
事

　
　

株
式
会
社
尾
割
組

 

主
任
技
術
者　

伊
藤　
　

明

　
　

愛
知
森
林
管
理
事
務
所

 

監
督
職
員　
　

吉
原　

浩
司

◇
鹿
島
川
林
業
専
用
道
新
設
外
工
事

　
　

株
式
会
社
相
模
組

 

主
任
技
術
者　

倉
品　

幸
平

　
　

中
信
森
林
管
理
署

 

監
督
職
員　
　

松
田　

博
文

 
［
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所
］
二
月
十
九
日
、

長
野
県
上
伊
那
郡
飯
島
町
文
化
館
に
お
い
て
、

関
係
者
約
八
十
名
に
よ
る
中
川
地
区
民
有
林
直

轄
治
山
事
業
の
概
成
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し

た
。

　

中
川
地
区
は
、
昭
和
三
十
六
年
の
梅
雨
前
線

豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
こ
と
か
ら
荒
廃
山
地
河

川
の
緊
急
復
旧
を
図
る
た
め
民
直
事
業
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
災
害
翌
年
の
昭
和
三
十
七
年

か
ら
今
年
度
末
ま
で
の
五
十
三
年
間
で
、
総
工

事
費
約
百
三
十
億
円
を
投
入
し
、
今
般
事
業
を

完
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
の
開
会
に
あ
た
り
、
奥
田
局
長
よ
り
、

「
本
事
業
が
無
事
概
成
に
至
っ
た
の
は
、
関
係

者
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
。」

と
感
謝
と
喜
び
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
林
野
庁
森
林
整
備
部
治
山
課
山
地

災
害
対
策
室
・
河
合
室
長
、
長
野
県
林
務
部
・

塩
原
部
長
、
関
係
市
町
村
長
代
表
・
杉
本
駒
ヶ

根
市
長
の
各
位
よ
り
、
昨
今
の
自
然
災
害
リ
ス

ク
と
被
災
軽
減
に
つ
な
が
る
治
山
施
設
の
重
要

性
、
長
期
間
の
事
業
採
択
へ
の
感
謝
を
交
え
た

祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
村
技
術
専
門
官
、
立
邊
治
山
技
術

官
か
ら
、
三
六
災
害
時
の
被
災
写
真
や
事
業
初

期
の
人
力
に
よ
る
復
旧
工
事
状
況
、
時
代
経
過

と
と
も
に
変
わ
る
工
法
、
植
生
回
復
が
進
む
山

林
と
渓
畔
林
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
、
洞
口
所
長
よ
り
半
世
紀
に

わ
た
る
本
事
業
に
携
わ
っ
た
全
て
の
関
係
者
に

感
謝
の
意
を
表
し
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

東俣谷林業専用道新設工事　完成状況

受賞者の皆さんと記念撮影

挨拶を行う奥田局長

中
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業

　
　
　概
成
記
念
式
典
開
催
さ
れ
る
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［
計
画
課
］
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
世
界
的

に
も
希
少
で
貴
重
と
言
わ
れ
て
い
る
「
木
曽
地

方
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
」
を
保
存
・
復
元
し
て

い
く
取
組
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら

有
識
者
等
に
よ
る
委
員
会
を
開
催
し
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
の
検
討
委
員
会
の
報
告

書
を
踏
ま
え
て
制
定
し
た
「
温
帯
性
針
葉
樹

林
の
保
存
・
復
元
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」

（
中
部
森
林
管
理
局
長
通
知
）
に
基
づ
き
、
新

た
に
有
識
者
等
一
六
名
か
ら
な
る
管
理
委
員

会
（
座
長
：
名
古
屋
大
学　

山
本
進
一
名
誉
教

授
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
取
組

区
域
内
の
森
林
の
取
扱
い
方
針
等
を
定
め
た
管

理
基
本
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
検
討
を

進
め
、
三
月
十
一
日
に
第
三
回
管
理
委
員
会
を

開
催
し
、
管
理
基
本
計
画
の
取
組
方
針
を
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
の
取
組
方
針
は
、
林
野
庁
で
今

年
度
検
討
し
て
い
る
保
護
林
制
度
の
見
直
し
を

踏
ま
え
て
、
来
年
度
末
ま
で
に
、
木
曽
谷
（
長

野
県
木
曽
郡
）
及
び
木
曽
川
（
岐
阜
県
中
津
川

市
）
森
林
計
画
区
の
地
域
管
理
経
営
計
画
の
別

冊
の
管
理
基
本
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
取
組
区
域
「
森
林
生

物
多
様
性
復
元
地
域
」
の
愛
称
を
一
般
公
募

し
、
一
四
六
点
の
応
募
数
の
中
か
ら
最
も
応
募

多
数
で
あ
っ
た
「
木
曽
悠
久
の
森
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
管
理
基
本
計
画
を
策
定
し
、
取

組
地
域
に
「
新
た
な
保
護
林
」
設
定
す
る
と
と

も
に
、
専
門
部
会
を
立
ち
上
げ
て
、
保
存
・
復

元
や
地
域
振
興
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
大
学
や
研
究

機
関
の
研
究
者
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
現

地
見
学
会
や
一
般
の
方
々
を
対
象
に
し
た
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
取
組
は
、
数
百
年
に
わ
た
る
超
長
期
の
取

組
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
地
元

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
委
員
会
及
び
管
理

委
員
会
の
概
要
及
び
配
付
資
料
は
中
部
森
林
管

理
局
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/chubu/
keikaku/130926-kentoiinkai.htm

l

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
中
部
地
区
広
域
原
木
流
通

協
議
会
（
鈴
木
和
雄
会
長
、
植
木
達
人
座
長
）

は
、
二
月
十
八
日
、
第
三
回
協
議
会
を
名
古
屋

市
に
お
い
て
、
学
識
経
験
者
、
中
部
森
林
管
理

局
、
中
部
八
県
（
長
野
、
静
岡
、
岐
阜
、
愛

知
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
）、
県
森
連
、

市
場
、
中
央
団
体
な
ど
関
係
者
の
出
席
の
下
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
第
一
回
、
第
二
回
で
検
討
を
重

ね
て
き
た
「
中
部
地
区
広
域
流
通
構
想
」
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
構
想
に
は
、
原
木
の
広
域
流
通
に
関
す
る

計
画
と
し
て
、
①
広
域
流
通
に
よ
る
原
木
の
供

給
体
制
②
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
③
原
木
供
給
可

能
量
の
安
定
化
④
山
元
に
還
元
す
る
利
益
を
増

大
さ
せ
る
た
め
の
基
本
方
針
⑤
原
木
の
品
質
確

保
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
国
有
林
、
各
県
の
行
政
、
森
林
組

合
連
合
会
、
市
場
な
ど
の
関
係
者
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
・
市
場
の
木
材
需
給
動
向
の
報

告
・
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

は
、
各
県
に
お
い
て
素
材
生
産
量
の
増
大
へ
の

取
り
組
み
、
素
材
生
産
に
お
け
る
人
材
育
成
の

課
題
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
へ
の
供
給

と
製
材
・
合
板
・
チ
ッ
プ
等
へ
の
影
響
な
ど

多
数
の
意
見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
に
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
生

命
農
学
研
究
科
准
教
授
の
山
崎
真
理
子
氏
に
よ

る
「
製
材
品
の
強
度
を
丸
太
の
段
階
で
推
定
～

効
率
的
な
応
力
波
測
定
法
～
」
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
演
は
、
弾
性
波
法
に
よ
る
ヤ
ン

グ
率
評
価
、
木
材
強
度
の
観
点
か
ら
見
た
需
給

バ
ラ
ン
ス
の
必
要
性
、
木
材
の
有
効
活
用
、
木

材
産
業
の
振
興
の
た
め
の
地
域
産
材
活
用
建

築
、
材
質
に
応
じ
た
利
用
の
重
要
性
な
ど
、
興

味
深
い
内
容
で
し
た
。

第三回管理委員会の様子

第三回協議会の様子

地
域
の
名
称「
森
林
生
物
多
様
性
復
元
地
域
」

地
域
の
愛
称「
木
曽
悠
久
の
森
」

「
木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
の
保
存
・

　
　
　

 
復
元
に
向
け
た
取
組
」に
向
け
て

「
木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
の
保
存
・

　
　
　

 
復
元
に
向
け
た
取
組
」に
向
け
て

第
三
回
中
部
地
区

広
域
原
木
流
通
協
議
会
開
催
さ
れ
る
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［
技
術
普
及
課
］
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
今

年
度
、
林
野
庁
や
研
究
会
等
主
催
の
各
種
研
究

発
表
会
に
、
平
成
二
十
五
年
度
の
中
部
森
林
技

術
交
流
発
表
会
で
発
表
さ
れ
た
国
有
林
に
お
け

る
課
題
を
中
心
と
し
た
実
証
試
験
等
の
研
究
成

果
や
民
国
連
携
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
発
表
会
で
も
多
く
の
質
問
意
見
が

出
さ
れ
、
中
部
森
林
管
理
局
の
取
り
組
み
へ
の

関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成

二
十
六
年
度
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表

会
」
で
は
、
森
林
技
術
部
門
に
お
い
て
、
飛
騨

署
の
「
民
国
連
携
に
よ
る
市
町
村
森
林
整
備
計

画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
（
指
標
林

の
設
定
）
」（
岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所
と
共
同

発
表
）
が
林
野
庁
長
官
最
優
秀
賞
に
、
木
曽
署

の
「
高
齢
級
人
工
林
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
い
て
」（
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
と
の
共

同
発
表
）
が
全
国
木
材
組
合
連
合
会
会
長
賞

に
、
ま
た
、
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
に
お
い
て

は
、
東
濃
署
の
「
岐
阜
県
恵
那
農
林
事
務
所
と

東
濃
森
林
管
理
署
の
連
携
」（
岐
阜
県
恵
那
農

林
事
務
所
と
の
共
同
発
表
）
が
林
野
庁
長
官
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
、
地
域
と
連
携
し
た
取
り
組

み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
種
発
表
会
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

業
務
研
究
等
を
通
じ
て
中
部
森
林
管
理
局
の
取

り
組
み
等
を
広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

発
表
会
名
、
発
表
課
題
、
発
表
署
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

発
表
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
団
体
等
の
皆
様
方
に
は
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

・ 

第
五
十
回
関
東
・
中
部
地
区
治
山
林
道
研
究

発
表
会 
（
八
月
二
十
八
日
）

　
　

 「
急
傾
斜
地
に
お
け
る
法
枠
工
の
経
過
と

勾
配
緩
和
網
の
導
入
に
つ
い
て
」

　
　
　

富
山
署
、
日
本
植
生
株
式
会
社

・ 

第
五
十
四
回
治
山
研
究
発
表
会

 

（
十
月
八
日
）

　
　

 「
治
山
工
事
に
お
け
る
県
産
材
型
枠
合
板

の
実
証
的
施
工
に
つ
い
て
」

　
　
　

中
信
署

・ 

第
四
回
中
部
森
林
学
会
研
究
発
表
会

 

（
十
月
二
十
五
日
）

　
　

 「
白
馬
岳
の
山
火
事
跡
地
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
に
つ
い
て
」

　
　
　

中
信
署
、
信
州
大
学
山
岳
科
学
研
究
所

　
　

 「
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
製
治
山
ダ
ム
の

施
工
に
つ
い
て
」

　
　
　

南
信
署

　
　

 「
サ
サ
生
地
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活

用
し
た
更
新
の
試
み
」　

　
　
　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

・
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

 

（
十
二
月
四
日
）

　
　

 「
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
」

　
　
　

北
信
署
、
信
州
大
学
農
学
部

　
　

 「
高
齢
級
人
工
林
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
つ
い
て
」

　
　
　

木
曽
署
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合

　
　

 「
民
国
連
携
に
よ
る
市
町
村
森
林
整
備
計

画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

　
　
（
指
標
林
の
設
定
）」

　
　
　

飛
騨
署
、
岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所

　
　

 「
岐
阜
県
恵
那
農
林
事
務
所
と
東
濃
森
林

管
理
署
の
連
携
」

　
　
　

東
濃
署
、
岐
阜
県
恵
那
農
林
事
務
所

・
カ
ラ
マ
ツ
林
業
等
研
究
発
表
会

 

（
一
月
八
日
）

　
　

 「
コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
」

　
　
　

南
木
曽
支
署

・
岐
阜
県
森
林
・
林
業
関
係
合
同
発
表
会

 

（
二
月
六
日
）

　
　

 「
飛
騨
地
域
に
お
け
る
民
国
の
連
携
の
取

り
組
み
」

　
　
　

飛
騨
署
、
岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所

　

な
お
、
当
発
表
会
で
は
民
有
林
サ
イ
ド
か

ら
、
岐
阜
県
恵
那
農
林
事
務
所
、
下
呂
農
林
事

務
所
よ
り
、
共
同
施
業
団
地
等
、
国
有
林
（
東

濃
署
、
岐
阜
署
）
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

［
企
画
調
整
課
］
中
部
森
林
管
理
局
・
森
林
農

地
整
備
セ
ン
タ
ー
中
部
整
備
局
連
絡
会
議
が
二

月
二
十
五
日
、
中
部
森
林
管
理
局
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
連
絡
会
議
は
、
民
有
林
・
国
有
林
を
通
じ

た
一
体
的
な
林
政
を
展
開
す
る
た
め
、
情
報
交

換
や
意
見
調
整
等
を
目
的
に
設
置
し
た
も
の
で

今
回
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
奥
田
局
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
城
土
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら

九
州
の
五
木
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
の
取
組

の
紹
介
が
あ
り
、「
九
州
に
次
ぐ
第
二
、
第
三

弾
を
中
部
で
行
い
た
い
。」、「
苗
木
も
共
通
課

題
」、「
連
携
に
よ
り
木
材
の
共
同
販
売
に
繋
げ

て
い
き
た
い
。」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
お
互
い
の
事
業
概
要
や
事
業

量
、
今
後
の
苗
木
需
要
、
低
コ
ス
ト
造
林
の
取

組
、
契
約
事
業
体
、
森
林
整
備
推
進
協
定
等
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
、「
中
部
局
か
ら
委

託
販
売
業
務
の
問
屋
業
者
の
情
報
を
い
た
だ

き
新
た
な
業
者
に
登
録
し
て
い
た
だ
け
た
。」、

「
コ
ン
テ
ナ
苗
の
単
価
は
裸
苗
の
二
倍
で
あ
る

が
増
産
さ
れ
る
と
単
価
が
下
が
る
た
め
、
中
部

中部森林学会での南信署の発表風景

各
種
研
究
発
表
会
に
中
部
局
の

研
究
成
果
、取
り
組
み
等
を
紹
介

中
部
森
林
管
理
局
・
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー

中
部
整
備
局
連
絡
会
議
を
開
催


